
〇 〇 〇
公 特 都
募 定 市

平 型 調 計
成 プ 達 画
十 道 ロ 道 契 道 法 支
四 公 ポ 人 約 教 に 庁
年 安 ー 事 に 育 よ

告十 委 ザ 委 係 庁 る

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 補 都 市 市 市
募 助 市 町 町 街
型 金 計 村 村 地
プ 等 画 の の 再
ロ 公 の 法 決 決 開
ポ 交 第 定 定 発
ー 付 六 に に 組
ザ に 十 係 係 合

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
宅 用 知 農 土 土 土 一
地 途 事 業 地 地 地 般
建 地 権 振 改 改 改 競
物 域 限 興 良 良 良 争
取 の に 地 事 区 区 入
引 指 係 域 業 の の 札
業 定 る の の 役 役 の
法 の 保 指 施 員 員 実

第

〇 〇 〇 〇 〇
大 大 大 公 一
規 規 規 募 般
模 模 模 抽 競
小 小 小 選 争
売 売 売 に 入 告
店 店 店 よ 札
舗 舗 舗 る に
立 立 立 道 よ

号

毎
週
火
・
金
曜

一 員 ル 員 る 上 開 示
月 会 の 会 入 川 発
二 告 実 公 札 教 行
十 示 施 告 の 育 為
六 公 局 に
日 告 告 関

示 す
る
工
事

火 の
完

曜 了

ル 告 関 六 る る の
の す 条 都 都 設
実 る の 市 市 立
施 権 規 計 計 の

限 定 画 画 認（
二 の に の に 可
件 委 よ 変 関
） 任 る 更 す

の 都 に る
一 市 関 図
部 計 す 書
改 画 る の
正 事 図 写

に な 安 定 行 の の 施
よ い 林 の の 住 就
る 区 の 一 認 所 任
免 域 指 部 可 変 及
許 内 定 改 更 び
の の の 正 の 退
取 建 予 届 任
消 築 定 出 の
し 物 届（
の 二 出
数 件
値 ）
の

地 地 地 有 る 示 目
法 法 法 財 道
附 第 第 産 有
則 六 五 財（
第 条 条 土 産
五 第 第 地 （
条 二 一 ） 土
第 項 項 の 地
一 売 ）（ （
項 変 新 払 の
更 設 い 売（

変 ） ） 払 次
更 の の い

日
発
行

日
業 書 し
の の の
施 写 縦
行 し 覧
の（

二 縦
件 覧
）（

出（ （ （ （ （
地 納 都 都 都 建
域 局 市 市 市 築
政 総 環 計 計 指
策 務 境 画 画 導
課 課 課 課 課 課

指
定

（ （ （
土 土 土
地 地 地（ （ （

建 建 農 改 改 改
築 築 村 良 良 良（ （
指 指 治 計 指 指 指 農
導 導 山 画 導 導 導 政
課 課 課 課 課 課 課 課

） 届 届
の 出 出
届
出

地 地 地
域 域 域 （ （
産 産 産 管 管
業 業 業 財 財 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

一 一 一
四 三 三
一 九 九

４

海幌

北電札旭旭北札

入
行－市道－

海話執川川
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道番
務場山

） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一
三 三 三 三 三 三
八 八 七 七 七 六

３

幌

破札旭旭北電札札

入

番－市

産心川川海話幌

永上号４中

者得－市道

復、山川央

で書５

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
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号５４にい般 番－－札
加れ争
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すに入 旭札 所

） ） ） ） ）
電話

一 一 一 一 一 ペ
三 三 二 二 二 ー
一 〇 九 八 七 ジ 印刷

１ 北

次 海

の平入 道

と成札 告

に お 示

り年付 第

す 一
般月る

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
特 遊
定 技
調 機
達 の
契 道 認
約 警 定

所６合 部

庁

管－条同

財

丁舎 － 課
財目
号 産

線室 係内議 二会 第
－

区 権契６支

北

総３ － を約条庁

得条

条

いそ目部西 － な項丁務

６ 者の会

丁

財線 係管内 関課目

他計

書
類係

を
示

該に 市市番るも札 川幌

者
に当係 ７西

な契 西八必しる 在条区

ない約 ４軒要
資者を 丁

西格と締 目条 地

す結 ４るす
力

能 ４目 番。る 番丁

面

土 競 号

札び

入及

争日地

告

財
有

道時

り日

よ札

に入

産
土

に 察 及
係 本 び
る 部 型
入 告 式
札 示 の
の 検
公 定
示 等

の
告
示

一
二
七

を

所
場

す

有 積

し
な

成 入者 平同い

）

年 札
執月月

り
売
を
）

地

午午 行

日日

示

後

堀
事

知
道

。海

う北

払

２

前

日

時時

也
達

分 時

一 一
四 四
六 二



入札申。

会なそ入る

札

者

に、他札は込

場おの

び

い聴参効及

お傍に無
札

傍受すす落

ての加と

聴付るる

北 海

旭提提札提提札札
入入

行行

川出出幌出出執執

限所のを

－期場－期場
北す

開開
公公

５限所４

平北平

道 公 報

契契日入入

約契の

８９

お者約約か札札

保な約

加

金、が書書ら参参

証

加 を契納作の

込望

道約付成作日申希

を内書者

に者しの成以

契否要）のは

納がた要

付当

第

なる郵認契落

始す
６７

札札 にお。便め約

入前

はい証

者者 道、又な保

、納札電も金

はが に落
がにと

約 入付者報の

契

しる契よす

を 札す

号

札北札
入

５

平幌海保

成市道証
十中庁金
四央別

年区館

十

受定にが

のは者。者

北

な場

をに要い

付員必な

も次格は

うり資合

行な

い札

と終な入

の第の、

。るの加

るす者参

す了

道の

成海成海る

。し者

道

総、

年上年庁で

川

部札

月支月務入

庁
務財傍

日総日管の

）会）財を

月部火課聴

、

管二す

課第望

計産希

で出次

す該約及しま提

証代代にに

る契保び、

り

とに金金金指よ

こ約

払知の所

。定は支は定
所の

る道方事場定

め、

札

務帰発に入

義に法が

加

不すす入参

の属行納

締

行。納る申

履るるす

とを入。

結 よこ約るる

う す結

よ と。締札

し う

と

る 額い

す 金な

と るし
き

と の

き

は

約 該 ５契 当 の、 、 分は

一３階

月条共

二西用

十７会

六丁議

日目室

火

曜

びと

及象

札対

入を

た等

す契

関意

に随

札て

入し

係る

にう

件行

条を

る約

時
行
執
札

入
、

は

係者

財

の
刻

理通と書

を入こ込

前
分

契に出

に書提

由知。を
と

解、こ

をりる

約よす

日

た期

れの

さ定。

除指

者 当額 札 相金 落 に

き
と

が すの

納 る

し 以の

付 額分

た 上

す

保 札当

札 入相

入 のに

は 金額

金 証る

証 保

日

旭

２

たあ

しも

反と

違こ

－－－募 沼沼川応 長長

旭目者
る ２３２す

長に 長

川唄沼

滝美長

入
に
で
ま

７２１

－－－

美目長 滝

滝滝

該結

当締

、約

は契

－－－－

川川川川

滝滝

滝

３４５６

滝 滝目滝

契

帰 札の
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道 を以

画川川 公区滝滝

１
開属

す
付号１２ に番－－ 募
る所滝目滝目

北

次 海

の平 道
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お 示

り年 第

公
募月川 沼必 沼

要 町番町番市
曙番な 錦９錦

資 町町北

丁丁７

１１条格 南南２

地地地

宅宅宅

目目丁

沼 番川番唄

町番 ７市４市

南

知４４町

空西番錦８

丁目

丁１丁

２南１

町条

地地地

宅宅宅

目

川番川番川 川

市５市６市

朝空空空 番 市

知知知
丁

西２２２

町町町町

日

宅宅宅

丁目目目

３丁丁

地地地地

宅

川 川 土市

朝朝 在 地番番 市

及日
３ 選西西 抽地町町 び日

地

地宅宅

時丁丁 日番３

面
目地

積

抽 号

産
財
有

道
り
よ
に
選日

）
地

土

成成成

平平平

円円円

午 午

成成成

平平平

円円円

午

成成

平平平平

円円円円

成成

午 午

売
）

払

北

価 海

成 抽平平 事
知格円円 道

午 堀成

。
う

払
り
売

を

選

一
二
八

午

年前年年

午

月時月前月前

年年年前

日分日時日時

後

午 午 ３
時月後月前月時

４

年後年
分日時日時日分

年後年

３ 午 ２
月時月後月時月

３

年年後

日分日時日分日

２ 午

達月後月時 日

２

也日時日分 時



５
募滝滝滝美岩北

公

平 抽川川川唄見海

成 選－市保－沢道

十 の１緑健２市空

四 町所及８知 場

年 所７２２び条支

十 丁階長西庁

北 海

海話

滝岩北電旭旭北電

－市道番

川見海話川川

空号２永上号

－沢道番

８知山川

１市

６支 ７条支

条庁 、西庁

道 公 報

４

北合買払募

権地場支応

海査海に受わ要

を北調

、

転道を道は者な領

移

れ契

しはしは、がけ

買払かば約

、、、、売

受は受地らな条

又買又

は

第

応買ば買又れ買

れ舗け
者

募募受な受はば受

応

務らは

区区者ら者事な

い、所な、

画画はなは

変土。土をい土

数の、

、更地地兼。地

は

号

募す募

応、結応

で締
３

件

自 込能条

方 申るの

地
し
施 お有

法 にを
治 日力

い

一 目会沼５合

月 ３議１丁同

二 目庁 －室

十 ３舎

六 ４

日

堂
講

階

火

曜

総 －－ 美５総

丁務

－目部目部 －－ 唄丁務

会 ２会

計

長管管 内内 び課課

及計

沼財財 線線
係 １課
係

ら項
３

が買まなそ

売者所者の

対の土戻でいの

払に要

関

にし報地しの。他

地

引す件係

権、告のを条

を

違類

のか求渡るに書

利

るのと反を

設らめしこ
たす

をまこ日がし示

定

がらきと場

しでとかで

の
は条で５るき所

ての

引ただ引

１はののねた

帯応渡渡住し渡

世、引
募しし宅、し

含唄日

１のののを美の

付かかむ－か

事受日日

に５

者期ららが２ら

業

年年アつ年

）間５５、

内

つに間以パい以

に内

にトはに

き限、内ーて

、い
令 てな

行

１っ売

道び
和 海及

昭 北者
で
令 住者

政 に産
年 内破

を復
第 所

第 る得
） すを
号 有権

日 のる以、

な件き年。は

い行に海

な履。内北

ら

道
め

をら定

況かが

。状
るの額

すで金

認まる

確

北

、に約

め件違

た条を

払はこ海

区て払売等、

とうを地含の道

画行地

なり承

すこ引にま限の

が続けいで認

るときお
）い得

できる。なを

。

い

る宅己の。な

き住自
工、

地有設で

。用所建

て建を払

し戸事売

との

個な

人い
の
北で ４

は） の
又者 条

と に
内こ 定
道い 規
海な

をる
所す
業当
営。 該
に

模なの月

規域３１

有者

平届 小お生

事

売、活日成出

店同環ま

の

舗法境で年項

の第のに

設８保北月概

北

大

９

海

規

発お

道

模

行抽抽いな

告

小

す選選てお

示

売

るのを傍、

第

店

納公公聴傍

入開開の聴

舗

時反と

随違金

通す受の

契

応

７８

実たて

にしし

提受つ資約約

買一募契

区者作当

出予の格書に
のっ

所者画が成た

場定

宅了の

供住完地

のに２

なし所

さ
け店な有

出川出

募滝提提旭提

応

限

は－期場－期

者川出

、１限所２

す

次
６

人を
法約
る契

選

川川海抽

旭旭北募
公

山川込
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－市道
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走

か２た網
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規慮庁
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労

小にべ工

模定す商

規
き項観

店づ事働

売基き

新当つ課

の、に光

舗
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法

書のを付地

知る付受

よ、う定
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、選のに成
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決つ名要て
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資き支を ６支
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目部１開る － 丁務
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計
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提
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庁
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目
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納時項
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し抽第
定

すの規
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る

、

。まり

と前よ
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で
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財はよ、 線
係

そ買買
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を定は

者予金
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予決締
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定
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す係

る

達
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。
と
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辺

会お

選と

抽の

に次

地年

北
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し。時
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、が
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大
エアイウ
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廃規大
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物小模時時が７場
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自

等売小刻刻駐時
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北 海

大
アイウ

大平大
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小年小小場場ば
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店
舗
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有紋株美有旭

イウエオ

限別限別式幌限川

有紋

社西

会市会市会町会市

フ通清御
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紋

大名株紋大代

氏はア
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号

大紋
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項
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弘
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川

置シ番い２

設ー１お社

て代番 すテ
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者開売取号
塚

又う出

名社行

氏公を

称取氏容

名表の
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一の・目

月名生

二称鮮番

十及市地

六び場１

日

ー
ュ

地ミ
在アか

所、ほ

火

メ
ズ

曜

み

時の

店ド

項開ン帯

ン
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店時

閉０

び前

及午

刻

名啓

美
清

司

昭西武

刻
時

所赤名

住は

び役又

及締

び

び及

並井称

あび

に並

人所

法男住

に

ト

は人

て法

っに

日

舗
店

合
複

車

帯帯大名株帯変駐

氏
会市し場

広広規式広更

西小社西よの

西市模

う自 売福

規域３１

条

平届

模なの月

小お生

事規

売、活日成出大

店同環ま
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舗法境で年項模

の第のに

設８保北月概売

北

大 海

規 道

模
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告

小

祝 平１縦午

示

売
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第 ３時９ に

店 関 年日間時
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表あ
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成出縦北北紋縦
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置条持海
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者第の道日舗
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定す商び

出規慮庁及
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項にべ工所

事
更き項観

変づ事働地

の

す

つ当つ課
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を午地

る 月でら
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く５
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成

昭 火。時平
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第
年だ

３し号
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産工推
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日地庁く

か
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光

観
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設ら
施

い
行

を
き
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荷ま
て時

に
び

並
所
住
び
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称
名

う

到
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っ
あ
に

人
法

模見す

届規意着

て大て

北

あ売有よ

が小をる

出

道

た舗る提海

っ店すう
る事

設はす知

。を者出
が

る面と堀

す書こ
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紋第 ）
月、） 号

者に

市条 規
日別６ に

項 る
）午２ す

水は第 定
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ま前
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日か定 並
日午
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で
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間
時
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表

代
は

て
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周成。
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大ホ静大池代静

平 規ー内規内表内

成 模マ郡模ベ取郡

十 小ッ静小ニ締静

四 売ク内売ヤ役内

年 店静町店株町

十 舗内木舗式池木

北 海

届

大大なの月

り域３１

平 規規お生

事

模模、活日成出

小小同環ま

の

売売法境で年項

店店第のに

要

舗舗８保北月概

立の条持海

地設第の道日

道 公 報

海
北
道 のの

告 祝 縦平１縦午

示 日 覧成月覧前

第 ３時９ に 期

関 間年日間時

まか す

号

を午

る 月でら

第

２３

繁出成出縦北北

届平届
書覧海海

変
更忙年

経十

す時月年等場道道
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覧部支

理お月縦済勝

由け
る日地庁

号
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変変更成

更更す

前後る年

））年

３５月月

箇箇日

一 の店場を会内場

月 名・１設社町

二 称マ丁置１
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六 びク１る目

日

の番

所ス番者１

在バ
地リ号氏

静か又
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火

店名
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曜
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法置２た日
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３
）
月号

働

場業労

車産工

駐域商

全
安

の課

口光
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３
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係店施か日

月月に売

日

道 公 報

駐来
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平
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十法 売

産工く
律 域商日除
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以設い
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出出場午午
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関

利９７

車入入を前前

動

か

出４７用時時
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入箇箇すか

入と後後

の、こ午午

口
数
口が９

午１で時時

箇き
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株株リ
会

式
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社社海
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時時時
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二に

十お
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入開開入以証

保 札札札にを

３４
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縦
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５
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者契詳

イアイ

平 落で約名所細

成 札あには

十 在 者る関、

四 とかす入

年 なをる札

十 っ申事称地説

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入に算額で金

時決 る

を

おに 札係し）あ額

に

当 及るたをる

道 公 報

９
約札札

契要入入提提そ

申希の 加加 書出出 参参

所他
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第

も

７８

交便便札て

郵郵落財っ

はの札
規 等又者入

務 交

第 よ電決
則 付付に
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入に方効

所法札よ法な 条

号

６

入。札

第う入

札）説
書 の 保第明 条
証

の ７
納付 びか の交 及条 金

一 たし務明

月 者出を書

二 はる担北郵電に

十 、こ当海便話よ

六 落とす道番番る

日

決組政

札。る農号号。

定織部

後の農－－

速名政

火 － や称課

か及
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札

てた び消金もか入

い

て税書

、っ こ費額っ免

２て の税

業記
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金価者載

規、 告の該札
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定入 に取
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す札
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資に る１するこ

載 札未のを。
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よ成便海

に
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政
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項 入札 １ る入 第

申北

加
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央
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札 予 ３
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す 道 免

項 規
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方定
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納で
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はと

地ろ 北
、こ 年

消所海

日

等幌線 税地札内 費在道

の市

課中－

税央

あ西

で条

者３

業北

事区

なた す端入ず

か丁

る６

条がに見
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加も
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提
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北
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海
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農
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事
税
免目

令規
政務

年財
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格
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員
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北
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良
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示

法

の

第 入
札

昭 の

武大白

事
理同同同同同 同
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事

同同同同監同

村中薄門本辺
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原中田木

伊武佐白若田
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任日月

及日
事事

任理監別理同

退
び

氏横下
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出
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の
た
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あ
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行

開第

公律

、法

は年

す

第
） 。号 る

民雄昇
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条

番上同同同同同
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清
郡
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一 水
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三
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水水佐舞牛牛
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治雄

勝俊一範
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水

清
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２
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郡
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都都都 市 りい

計計計

、て年市市市

次一

用高地 計 に般月画画画

掲の
げ縦日途度区

第

北

都 海 都札札札

道市 幌幌幌

告計 圏圏圏

示 市画 都都都

第法 市市市

計計計

計昭 画画画

号

地区区

和 土地地

号

定 北

都し 海

た平 道

都成

市
告計
市 示画
計年 第法
画
の月 昭
図 号和
書日

一 に海

月 当道

二 た小

十 り樽

六 、土

日

法に

画所

計業

市現

都木

火 備

昭え

曜

地道

地場途別港水

和置

地計

区
地

域途区

区地用

供
市に域区画 画 る覧地

町
変。山

がる稲 の 村す手

類

都）

た区

し地 種

更口

画
計

市

整

法 画画画 画年 区計計

律

事田田 の第 理清清

業西南
地地第

二一 種）

第第号

区区

２
第

類））条

北
第を

律し
法写

年の
海

設 第
建 ）

道 号
部

い

計 ２
市 第

都 条

斜虻

日

町町律一

法、 里田年て
の

第般
縦

供 第に ）覧 号

す

釧白同同同

規。 のる 条

札同同

市町
路老

同同同

の名市

書村幌 図町

の市

海事

北知

を道

し海

写北

札同同項
都
部
設
建堀

道
て

名市い

村お 幌 町に

市

同

事る

知す

道用

海準

北

第

堀法

に
備 定
に 規

課 の
画 項

条

に
一 次
て 、
い り
置 よ
え

定 に 市
覧 る
縦 げ
の 掲
般

、
り
よ
に

業 類務び

種施事及事収

の称の 者地 及所名用 行

２
名所 のの び

名計 用 業 び市

及事収都

也

計
市達

事 の 称の画 地

り１

課
画

成都種施事

次の平

、そ

市類務

の関

行 と係

画びの 者 お書年計及所

り類

２

達第
告は月事名所 の

の

也項
北 ２３４

海

都 道 施事及事収

告 用 行業市 務び

示 者地計 所名

第 のの画 の称の

事 所
名所部

１
決。
る が
す 村
供 町

在

計及

成市類

平都種
事名

年画び

在分

称在 名所部 月業称

市道

海川海

北旭北

称地

川

条下

６郡

山川

永上

道

丁下

在分の
業 所部

丁町

及都

川、丁目川

旭目２

計

神丁、び市

市７目

居目３

条８目目道

２、丁丁画

丁目４内事

１丁、地路

業称在 名 示、
。道
る海
す北日の称地

川川号海川

旭旭５北旭
山

木都居永

土圏神道市

画通条

業計山６

現市旭

所
に道）

業

備路丁

号

北小小

行
施

の 称地在分
色

た 道市市

当 海樽樽

に

丁丁

都 １１

、 沢内

り 奥

、

計 目目

市
画

の

法 番色

道
画

計
市

都
樽）
小通

日

町

目南

業
事

路

地

道
海
北

地内 番

一 旭三 川七

、９目

目、丁業

現
木
土

丁４

丁目５・

２丁、３

、３

、び目・

目及
３

並目南

目目丁

丁丁６号
）

丁に７通

４び、大

、

え事目

、居目

目神丁

置業

番 い

北・北 一３

、・地 て３

海 般

道 の海
事状川 覧知環旭 縦道号

線現 す堀号木 供１土 に

１内

る

北目

和 丁

昭 号２
及律 小町

法 道堺

年 海、

土び第 樽
木港

所内第

業地）

現町号

港
海臨

北号
４
・
２

・
３

業 ・
堀３
び

事及
知線

道

目１丁

丁条８

５３、所

業

丁、９

６目、

、丁目

・
也３

・
達３

び所 。及

達１
・

２

よ
に

定
規

の
条

央
也中
号



アイ
主画道企

制定業企

体選
処括な提内画

が基務総

成

り理責業案ア構

あ準

経内ト案

、体任務のウ

道制者

北 海

２

適契事

履加企の

参アイ
の

期格提正約業

行資画
び書業び確

限及案に及

定提を施な

選の務実実

境的平

道 公 報

１
概務

成業事業

平事
業
名容

年要内

月
日ア対アも

第

次 水
務林お

成林森と

平産の

所備プ

年部整り

の域ポ

月管地ロ

日事活ー

号

改 北

平正 海

成す 道

９る 告
平年。 示
成北 第

十海
四道

年告 号

十

びアび

内及歴容ド及

示

ア

業務フイ

営業・レ

に

者ルト

点当ーウ

拠担ィ

て報ー

し情メ

有ドイ

を
る収

いのジ

認成基出遂実実
こ集ペ

準者行績施

づ
く知

るあた

りの年にすがの

進月求たるめ

」促３要
すめ法、

を
進を

過又任

め図日る、人責

るる資
に団の

とこ木格去は者
でか

もを官体ほ

とと）

ガの
、的庁あ業

に目公

ドあ

ト内、イで

ウ道し
格こ

アの海資る

ド外北
得を

フくの取と

・多道

ィのア

ーアウ者
、

ドトド安し

ルウトが

介ア・で

紹ドア全

支ル

項動ザ

冊体フ質安

に公

を

１付出

の交提

次援の

えす

加業請

を事要

項金
。。

るる

一第

月
二
十号

六
日

の
等

金
助

補

火

付
交

曜

）
と

ご

。法ジ

と方ー

に

海作はこに

北に又る務

アす間。事

道成民と従

等る

ト。体き

ウる団で

格事２

資本が

アと者

ド

確

に類上

度に以

制業名

ー高で

子験ィの全
対似

ドガ適

成動ルい快

作活

ド北

北業行のイな

事を

ー道

道参晴サ海

海う素
スア

事者しビの

知加ら
北提ト

堀旅やのウ

やさ
業道にア

事海供ド

行

告

関

堀同

事
知
道
海
北

日

一
の
）
任
委
の
限

権
る

す

１

次
を
部

詳と成業事業

の平事

次

概務 業 細お

名容

はり年要内

、プ

き

るるで

すす保
企ロ月

４
会業る

社事

の契要関３そ企１

そる

の画次
査

書情に他提審

他約連

活

成をじ書を

作報同案

すの

なウ与動

達者ア寄

にドる環

也どト

平提提る企平提る

すす
方と

成出出こ画成出こ

場方と提

は

年所法。案年法。

はは書

也
達

格

郵北電説平は交資

間
前場審

便海話明成午付

番道番書

は申

号総号の年９所査

時

３
に
う
よ
の

合交

続担
手

処
務課

業部
等当

画ポ

提ー日北
ア道

説ル道海

案ザ海北

に出トウ

書提ウア

明の

ガア

る要アド

よをドト

。るド格

とすイ資

こ請

関う

の入。に行

。導制

が

るると

否すすこ

要手

ン）

のリる

めアあ

たヒ
う

口行

窓を

会グ。

照

持

月、、の月、

持提 ３
同又期又

日に参出日参

郵等）郵

火じは限水は

後に後に

午送午送

）。
。。

時る時る

５よ５よ

着ず着ず

必い必い

付月か、請 企

書 ら －画－期
間日午にの 部

及後同提 地－ 域び火５じ出

場）時。期 札振

所かま限

） 内 市室らで等

幌興
中地

２

央域月 線

区政
北策－日

３課

」
入度

ル
ー

ュ
ジ
ケ
ス
理

、
事き

施づ
実基
修に
研

事得

知取

道格

海資

北業

が
者
案

提
画

企

者

堀望
希

）れ

、
は

合
場

る
あ
数
多

もも

合合

場場

のの

）れ
をを

法法

方方

出出

提提

月

よよ

にに

話話

電電

目
丁で

６ま

西）

条

は
日

曜
日

び
及

日
曜

土

一
三
八

類
書

必

也、
し

達対
に

等

前前

事事

りり

よ
に

み
の

交
。

く
除

絡絡

連連

にに

時
付



４

提る企平提るの

すすそ

平 出こ画成出こ他

成 方と 方と提

十 法。案年法。

四 は は書

年 、の月、

十 持 持提

北 海

出

電説平は交資平提

間

場

話明成午付格成

前場審 番書

は

号の年９所査年所

時は申 交
付月か、請月、

書３ ら －期

道 公 報

３
続担郵北

イ手

講業部番道

企等当便海
合

提講師務課号総

画受
案者の処

企 のの確理

内募保ス－画

第

アイア

主

適験事制定業

経体選
処括な

正が業が基務総

確り理責業

にあのあ準

経

務こ実、体任務

業る
をとな道制者

号

２
期格提

行資画

履加企
参

平定提
選の

び書

限及案

要

一 参出日参

月 又期又

二 は限水は

十 郵等）郵

六 送午送

日

。

る時る

よ５よ

に後に

。
い必い

火

れ）れ

ず着ず

曜 のの

間日午にの日に

及後同提同

び火５じ出火じ －
場）時。期）。

所かま限午

）５ 内らで等後

２
月時 線

着

－日必

月）

部

）

容集及ケ

地 方びジ

幌興

携ー札振

法連ュ域
央域

中地

制等市室

体ル

及歴

西
条

３課
北策

区政

遂実内

す習の営業

行講施にび

た、め拠担

る会た業務

、ミ責を者

めセ、点当

のて

去ー者し

過ナ任有

件ンかる

本シほい

に、

準者

な成基出
とポ業こ

知

す

び月求

及３要

識年に

技
を資

術日る

場場

研
る

す
説）

解木格

日

方方

出出

提提

もも

合合

にに

話話

電電

をを

法法

で
ま

事事

りり

よよ

除
は
日
曜
日
び
及
日

曜
土

に。

関ジ務と

目
丁

６

く

フで

は、事

又ム従

連ウ
るラ者

すーる

似ォき

類

以

な）名

う等２

よムが

業
施

実
修

契確

務上

業。

に

前前

。
る
す
託
委
を

務

１

絡絡

連連

に

電家

札 成調北

平入アイ

達海
旭・・ 付

年を道気具 に
す

協

時
付
交
。

月る川通調

北

次な定

３

海

のおの 道

と、適

開

教

おこ用

発

育

りのを

許

庁

一入受

可

上

般札け

年

川

開れ開所

都は
事１２

月

計完成発る発及

市、平

区地許び 画了

のを名

法し年域域可氏

又 た

き

ので

約保

。月は名受

行る

履

海
北
道 る

網 そ企１詳

走 の画次細

支 他提審は

庁 案査、

告 書を企

契要関３
をじ

作報同

書情に

約連

物西信度

す 成

る
等等器類 事

日品高機品
ア

称改
名校

項の学類
ー

及築

ム

びに

チ

物レス

量るプレ

数係

競にる

北購ヤュ

品ー

教

争係。

日

育

入る

及

局

札調

び

告 番道

達 示 号教以は 第

育下、 ８
号 平庁 成入

上札年

年」４ 川 ９と月

教 月い

工称け

昭
和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

網工網網

市）市市 ）走区走走 号

つ南長 第

く６

し条大 条
示 に行画

第 関う提

すこ案

号 ると説支

よ

リるに

アあ書

ヒが明

ン）

庁

う。

行と

をこ

グ。る

め
た
る

否す

要手

の入。

ほ

海入ーア

口
窓
会
照

の

庁
育

教かか

道ほ

上
教目目

川品品

一 育

三 局

九 長

う日

河点点

育 日。マ

局

網をケ
）ラ

告 建実シ

示

る作

第すで

指施ュ
さ

－。成

１ヶ東場 第

府
政

た

号れ

丁 北目脩 の３丁 項丘４

道 定目 海 規

走 よ番 網 に

支 る

太 発
開ち
長 のう

庁 次の

行ほ

告

者
案
提
画

企

示

村

、
は
合

場
る

あ
数

多
が

為か

る
す

関
に

達
調

将
猛

す

敏 関筆

に３
田

に
み
の

類
書

工１
夫 る第

よ



５

平同同

札入入

入アイウ

札札 行成

執
の

及月 場日 所１

場年

北 海

４

道

約 審海海

イウ契北北

項 請を旭教

条 申申査道

類っ市庁 を 書行川育 請

と山川 す

のた永上 示 の

提

道 公 報

３

者のア あ条

は審

こ付ア査申 条 当る件こ
５ 入 調と一かを の の 該

ウ請 の 札 達。般ら申請

、 品争まし ２の は 物競

に入でな の

第

２
の平を道当こ

入次格る
を

にい成有が該と

納札

す行調 参ず

物明

加れ年るう達証 入

海と名品し

すに北こ指

者該道。競にた 場るも

号

調納

ウ
平一達
成

入 般を
十繊す
四維る

年期 皮物

十革品

び
時

日所時日

海海午午午

北３北）
水

道道前前前

階
教９ 旭

育時時時 会 川
市庁

教

山川 室 永上分分分 議

条育

出き６教 場 方

郵 ６

局

法先は所
、

申け郵北査目画

審丁企
総 請れ便海結

務

号教を課 番 書ば番道果

のら育申学 地 類な

庁請校 提な

川に理

出い－上者管

先。

教通係 の
期 定 方 関札にけ 規時 地

、加めば に 自 し参定れ
ら平 る 法 要資るな よ 治

仕のこな成 条 施 求格と
件 行
令 様審ろい

一

書査に。年 付
昭 によ
競 和 記り月 般

載、

の２日 争

告争関者

政 要のか 入 年

あ

所必す示入しで

に当

に迅る

要る第札、

なこ

すなと

北資と号関速こ
フ

道はるア。

海格。又

をー

川成名タ

旭平指

西

さビ

等北止ー

高年停サ

学海

一類等

月の限

二仕

十様

六カ等平

日ー成

テ
説月

札３

ン入年

火明
書日

曜及

局 送 条育
に

総 る 目画 よ 丁企
場務

郵 北

校 、
学 は 地

課 番合
） 号 上

係 番 道

理 便 海

管

企る

示北局す

指育知

川

務

り旭総

よ道画。

に海
山校

し永学

成市課

作川
係

請条理

申６管

た
書

ら 札

を目

類丁

で 令 件
等及

をび月 あ 第
る 満

し掲ま で 。

たに日 の 号
札

いる 入 下

てげで 、 以

る資
加 」

とを 参 令

こ格 に 政

明る よ い

証す し と

を有

示いメ

告て・

校道れス
ン

号こナ

９いテ

第なン
制

す体

定の

規。ス

にと

び金

の備

品整

物が

る

日

仕
求

要）
る
よ
に
目書

品様
。 点

合
庁

－ 同
舎

名所

相者員る契

イアイ

あ一とに

当落でのこ約

にす

る者る部。関

す札
金とか

提
な地 し番 出

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

しか うう

入等算額で の

るか

者う す ）

たど と 。

っ

８９

で第

約 務 交交入

落財て契要

則 者書 規札

札

れ

購さ

効
第有 の作 付付
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との こ員 る職 すの 当察

て

道れ則 海さ

い
会 。立

告
第な和 示い昭

９い

道

規。海

にと北

号こ年

物第

る則

す規

定

に

品

地令財 額に

。
る

よ 着着

規 上る 方第務 以よ
。 消

エ

。

費の号則

の落者約名

切係分業契

札でに

る り
課 捨

者あ関

幌着

階札必

１道）、

て

イウ

札市）

入

札落る

開のは入す

者又

を
札 のたの金額

札しこ

、
に
下
の

決 時入公額

こ類まな提

要そ書じ

ア

を、れ出

札の等たけ

入
参札平提ば のに入

の下

入以

購。

の号
。約

落財のる契

イ格す
の作

者規限書

交札務制

決第範成

付の則

説

の成札交

こ平入
ア

契

す に 税 を４書

約年明付

業 金なかる 相 事 たとる
申務 す 者 額っを事称 当
金 あ を者しを る で ）た
る当海 額 る もは出担北

免 て落こす道 を か っ、

組察 札 税 落札とる警 入
業 価定織本 書 事 札決。
速名総 記 者 格後の部 に

算
定 に札示等加

載 で と

い財定係し
に お、にに

る消金
た て務めるた

当

北電１則入費額
っ 、規

は 海話の第札税
て

に等当 、 道番

関の該

察規す取金 条入 警号に
に札

定る扱額 お書 本

件１ いに 部－す条いに

るて記 総

しら

加に成出な場

し参

書い

他よ加年たな所

うし

等北

とよ月類。

すう
者すま関道

ると日に海

要者に契幌

にるでし札

さ、次担中

求は、約市

囲の

れ１の当央

方定

内要

低 お最 に 法法で否 条 方

海話の価 て 北電アの い

警号所を 用 道番場格 準
る 察でも す

交っ 財 本

す入 務 部－付て
規 総

交

含月の場

む
のけ関

連付に

一日付所
事道

達海る海

調北す北
市

の察幌

約警項札

契道

称務

最告央

ち部中

う本

る る るか及部 す あ すや

で消所計 こ か のにび会

税地 。 問 、費在課 と を
、 にの ず 札等

わ 入

一 見 参課

四 積 加税

七

で た 者者 っ る業 も す事

資に円
は

用さ 部格違未 －準載 務

を反満 すれ 会

有しの

内財金 課した端 るた 計

に い札が 線務額 な入数

者はあ 規
則当 若、る 第該
金 し無と

効き 額 く
指各す、 の は条とは

北

るの場者区

名号るそ

所等

ア提ら条

務のにか２

義

を丁

びし明７

及出説西

ら

示れめ

にけ求目

イな
な場

項らた

事なれ

すば

る札

つい合

に

部。 －則 務

第有 会

効 計

に
１札 線第入 内 課条な
項
の限

りた
よし

に）
定。

規る

２

の第北

初示区

契

目

る丁

係７

に西

約号条

る 約 、あ 契

示
公

の
札

入

等税 の 税免 額 費か 金 消

事 に

５

れ掲端 の

さに。の 分

入額 相

いる金 に

てげ数

て、

い。は

い札当を

な

定者

る応

すに

明れ

証そ

価と
定者
予札

た落
めを



道名

入次資指入

エアイ

成をがさ
札 納札の平格
有行れ
に にい

参 入参ず

る指た
加 加れ年すうる

も海こ名め
し 場すに北

る

北 海

２

警警調納

察入
警アイウ

に達察察察達

官札調警
すす

男付を官官官を入

性す

性物

）るる男男男る期

用事物性性

道 公 報

．．

第

．

カキク

日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

号

オ

平契

成所約
十の
四在手
年続
十

う 所者該道と競に
よ に

示入要
と に当告。争必

る 北要る第札な
す 必す

に要者 海なこ
。又す

は 道資と号関件

本平指

財 察はる

、 警格

を

規 部成名

務
則

北止

第 年停

用等

合項品）））品日

等の合合合の

服等用用
動様成

の名服帽活仕平

入称子

札及帽等
入月

数３

び年

量上

札 衣

説日 個個
明
書 着

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が

一地お

月い

二て

十北電使

六海話用

日

幌言

札号る

道番す
語 市
中－及

火び 央

通 － 区

曜北貨

海さ

準

示い基

告ての

道れ条

とづ

号こ基

９いに

第な

る要

すの

定次

規。く

に

ンる ボよ ズに

品に

物件

。

本

有
り
得
る
。

２

日

丁線 ７内 西
条

目

のる

入す

購当

の該
約

落財のる契要

イ格す
作

者規限書

交札務制。

決第範成

付の則の

成札交

第の一こ平入
ア

定連の

説 めの契
６書 のる調約年明付 条
と達を

入。入

入む

イウエアイ

札にの
札 札） 札

入開開
保保 札札

参

話札入

契北北電入

イア

入条道道番執

納約海海
幌察の

す項札警号行札

に

。日査

と検

こア

るを

囲の

内じ
国応
本

方定

内要

低 お最 に 法法で否 条 方

格 準 話の価 て 電アの い
る でも す 号所を 用 番場
交っ 財

す入 務 －付て
規

交 及こ契含月の場 ７
ろ約む
付に 財にに一日付所 び
規るすのけ関 務よ関連

海海 則。る調北す北北

契道事道道 第事達海る

項
約警項札警

にう本市本

条の察幌察

い最告央総

おち部中部

証
のの し分 証金 日場日加
に付 う５納 時所時金よ
当免 中平アイす相の と

同同者す除 央成ににる
る、 区

。。、額納 北年じじは
以付 ２

の上方 条月そ
の法 西

入等 ７日者

場場 物示市本

及所

品す中部－所

に場央総

び

要北部日 － 必所区務

時北会 と２会

海場

る西課道

す条計

地丁幌送 線 生７札郵 内

市に の目

中よ 供
こ
いる
おれ
にら

給央る

等
者

当
担
約

契。
、と
て

る札

求
の

。 －則
第有
効

項に
１札 線第入 内条な
の限

りた
よし

に）
定。

規る

準の第北部

て初示区務
２会 用契

条計

財係７

るに西課 号 す約

第の

則札

規入目

務る丁

公
示

、 目午見札は 丁の

か
条

金令 北９も証政 前積保
たを第 海時っ

道納 警分契
す 察約条 付
る 本郵金の

部送額
と 総にに こ

て

部る費い 。 務よ消お

は

受北合

を区場
会場税

７便

れ西郵

ら条、

け２

。
と目号

こ丁番

る

北
海－
道
警

警
道

海
北
り
よ

に
め

察

一察

四の

八

た落
めを

定者

立
の
員

職

第
ら

価と
定者

予札

は相用

計合等準
で

ま
条

を政

必額る

）、当す

課

１道
部海

本北

）含令

着

下
の
い

会

札市
入幌

階札

、
に



．．

ク

平 詳

成 細

十 は

四 、

年 入

十 札

北 海

エオカキ

所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

び執

す続び及の 在 関手

るに日

道 公 報

ウ

りの落者

入す切係分業
札で

る 札落る

課 札 金額捨

者あ

加たとる に 税 決 額をて

に に算金なか 相 事 定 等

業

第

まな提開のは

じ者又

イ

れ出のたの

たけ札しこ

場に札示

提ば時入公

、
しらお、に

出な

号

を

札の等

入こ類

そ書

ア
加に成

参札平 のに入
し参

一 説

月 明

二 書

十 に

六 よ

日 る
。

火

曜

国約は

事称地お本契行

貨、公

をて通は、

務い

海話用調開

担北北電使

る

す道道番す達す

当海
幌言続。

る警札号る手

組察

語の 織本市

び止

の部中－及停

名総央

通等

及部北貨が － 称務区

申 す 者 当 係し額っを 当

を者し る で た るた）た

費額もは出 金 あ っ 消金

を か は 税っ、る 額 る て

札と 入 免 、 等当て落こ

金札決。 札 税 入 の該落
業 書 扱額価定 書 事 札 取

と速 記 者 に いに格後 に
す あ 載円すや 載 で 記１

所い財定

る る さ未るか

、規る

書いて務め

たな

札

等北北電２則入

類。

に

に海海話の第

関道道番

関

幌察規す 条 し札警号に
に 契

定る お 約市本

る件 い 担中部－す条
て 当央総

資に

等北部格違 －準 者区務

用

他よ加年

うし
とよ月

すう
に

にるで

者すま

ると日
２の

さ、次

求は、

要者
所

るの場

れ
義

日

有 び会２

り

７る 内 在課西得

所計条
丁。 線 地

目

たので消 こ か れ満のに

入税 。 問 金端、費 と を
にの ず にが札等

わ 額数
加税 見 該る参課 、 当あ
る業 も 額きす事 積 金と
、者者 っ のは

た そはで

端消る の約 の、あ 分契

を反 す か２会

有し
財 説西課した る ら条計
丁い札 線務 明７な入 内
者は 規 を

則 求目

若、 第 め
らし無
効 れく

号る

場指各す

たは条と

に
、れ掲

はさに。

合名

イな
びし

及出
ア提

務の
項ら
事な
すば
示れ
にけ

て
い。
つい
にな

話札入入開

電入
アイウ

の
号行札札札

番執

海

入と検契北北

こアイ
条道道

札。日査納約海

国応す項札警

に本に入

か ５金

内じるを幌察

参

税 相の 金税免 に額 数費
額等

事 当をに

道名

入次資指

ウエアイ

成をがさ

納納札の平格
有行れ

にい

入入参ず

る

そてげ

加れ年すうる

３

応い札

にな入

れい

官札調警調

察入
警アイ

に達察達

男付を官を

る
す
明
証

性すすす

．

場場日場

及所時所

－所
び
日 －
時北会中平ア

海場央成に
同 道区

。 線札郵北年じ 内

幌送２

市に条月

中よ西

ら物示市本

加

央る７日

総

よおれ品す中部

しに

必所区務

ういるに場央
会

す、と要北部

とてこ

者約す条計

る契。と２
丁

、当生７

は担る西課

規の供

務等の目

財者地

場すに北る指た
則求給

と競に

るも海こ名め

期

当告。争必

日所者該道
る第札な

必す示入要

に

に要

平北要

成海なこ

道資と号関件

３察はる

年警格。又す

部成名

月本平指
を 日

）るる男る

用事物性物

合項品）品

ワ等用等

イの合の

シ名ワ仕

ャ称イ様

ツ及シ等

のびャ

入数ツ

札量入
札
説

２は前

北合目午

区場丁

条、北

７便道

西郵海時

目号察送

丁番警郵

一 本に

四 部よ 北

九

務場

海－総る

道

部合 警

に受

第めを

察会は

よけ

準

海る 基

北れ の

りら 条

の づ

察。 基

警と に

道こ

年停

立 要

の の

員 次

職 く

示い

告て

道れ

海さ

北止

規。

にと

号こ

９い

第な

る
す

定

明
書 着
に
よ
る
。

）着

部海課必

本北計、 件

札市
入幌
階札）

１道

、
に す

下 当

の 該

い に

会

の
入

購
の

品
物

る



イウ
こ札落

提開のは入

者又
公額
札 出のたの金

札し

に
定 場に札示等

決 時入

に お、に

北 海

こ類まな

契要そ書じ

ア

、れ

書札の等たけ

約入
参札平提ば の 作に入を
しら

の加に成出な

成
要し参

道 公 報

制。

落財のる

アイ格す

の則の

者規限

交交札務
囲

決第範

付付

場方定

内 方

第

成札

む第の一こ平入

イ

定連の 。入

説 めの契 札 ）

書 の 保 のる調約年明 条
と達を６ ７ 証

こ契含月の
交 分及 金
のろ約む

号

入
エア

平

札
開入

成札
十保 札に
四参
年証 日加
十

務める
当 所い財定係

し

則入費
っ 、規る消

た て
話の第札税
て 北北電３

に等
は 海海

、 道道番

関の

察規す取 条入 札警号に
に札 幌

定る扱 お書 市本

る件 いに 中部－す条い

て記 央総

資に

さ 北部格違 －準載 区務

用

書い

否他よ加年たな

うし

等

とよ月類。

すう
でし

者すま関

ると日に

求は、約

要者に契

にる
場者

れ３の当

さ、次担
所等

るの

低 お最 に 所法法で 条

義

話の価 て 北北電アの い
を 用 道道番場格 準 海海

る 幌察でも す 札警号所
交っ 財 市本

す入 務 中部－付て
規 央総

る札

北部。 －則 区務

第

５財 納にに一日付 のび

け関 に務 付よ関連付に

る調北す 相規 のるすの

第 除事達海る 当則 免。

、項契道事 す

約警項 る納
方にう本 以付条の察 額

等い最告 の法おち部 上
、準の第 札はて初示 入
保

一時金よ

月う

二と

十イす

六にる

日

の
そ

。、

じは

同者

火

の
者

曜

を反

見

すれ ２会

有し
財金 西課した るた 条計
丁い札 線務額 ７な入 内
者は 規に

則当 目

若、 第該
金 し無
効額 く
指各すの は条と

名号る

のにか

れ掲の

さに。分

びし明

及出説

ア提ら

務

ら

示れめ

にけ求

イなを
な場

項らた

事なれ

すば

有

て、

い。は

つい合

に

２会

効 条計

札 線 ７第入 内 西課条な
項に

丁１

目

の限
りた
よし
に）
定。
規る

めを
定者

政用契 証

係 を第るに 金号 令す約

財 納務る

る則札 の す規入 条 付

第の
公 に こ

示 お と
積

用第 準ら てか い 。条

日

額
金
約
契

た
っ

も

るに

てげ５

相
等
税
費
消

い札当

な入相

い

納札の

入入次

アイウエ

達察達にい

札調警調納

れ

付を官を入入参ず

に

すに

明れ

証そ

すすす加

警
４

る応
官

．察
男

価と
定者
予札
た落

性

．．

カキク

日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

す

エオ

令で
ま 政
条 る

落者約名所約

分業契契

札でにの

の
者あ関手

る るり
す切係

含
を
額
当

をて
課 額捨

るも

るる男る期場すに

）品日所者該

事物性物
の必す

等用等に当

項品

こ

名活仕平北要る

の合

道資と

称動様成海な

及服等
月本

数３察

び年警格。

入 量

部 札
説日 着

）
用
合
活
動
服
の
入
札

び及の入

日び執札

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。
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